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裸
の
男
と
炎
の
ま
つ
り
と
し
て
知
ら
れ
る

蘇
民
祭
は
市
内
３
カ
所
で
行
わ
れ
る
。
そ
の

一
つ
が
伊
手
熊
野
神
社
蘇
民
祭
だ
。
４
０
０

年
以
上
前
に
凶
作
や
疫
病
な
ど
に
苦
し
ん
だ

人
々
が
、
黒
石
寺
の
蘇
民
祭
を
手
本
に
始
め

た
と
伝
わ
る
。
参
加
者
の
減
少
か
ら
昭
和
35

年
に
中
断
さ
れ
た
が
、

年
に
復
活
し
て
隔

45

年
で
開
催
。

年
か
ら
は
上
伊
手
地
区
だ
け

50

で
な
く
伊
手
全
域
の
祭
り
と
な
っ
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。

午
後
６
時
ご
ろ
に
始
ま
る
祭
り
は
、
ご
膳

上
げ
、
四
角
の
ぼ
り
、
火
た
き
登
り
、
別
当

及
び
袋
登
り
、
鬼
子
登
り
と
テ
ン
ポ
よ
く
進

み
、

時
半
ご
ろ
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
蘇

11

民
袋
争
奪
戦
を
迎
え
る
。
拝
殿
の
中
、
境
内
、

水
田
と
舞
台
を
移
し
な
が
ら
、
裸
の
男
た
ち

は
「
取
主
」
と
呼
ば
れ
る
袋
の
口
前
を
つ
か

ん
だ
者
に
な
ろ
う
と
、
蘇
民
袋
へ
と
手
を
伸

ば
し
て
激
し
い
争
い
を
繰
り
広
げ
る
。

祭
り
は
１
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
。

ぜ
ひ
、
こ
の
迫
力
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
。

＝
江
刺
区
伊
手
字
角
屋
＝

伊
手
熊
野
神
社
蘇
民
祭

繋祭りの象徴である「火たき登り」。歳戸木と呼ばれる丸
さい と ぎ

太を３ｍ以上井桁に積み、火をつける。裸の男たちはそ

の上で火の粉と煙を浴び身を清める 罫熊野神社拝殿。

ことしもここから蘇民袋の争奪が始まる 茎蘇民袋争奪

戦の途中で蘇民袋は切り開かれ、中の小間木（蘇民将来の

護符）がまかれる。裸の男たちだけでなく観衆も押し寄

せ、宙を舞う小間木（写真中央）に手を伸ばす

繋 罫

茎

広告




